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︱
︱
︱
ぶ
ど
う
の
栽
培
を
始
め
た
き
っ

か
け
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
︒

大
学
卒
業
後
に
就
農
し
、
ぶ
ど
う
栽

培
を
始
め
ま
し
た
。
も
と
も
と
家
で
栽

培
を
し
て
い
た
の
で
親
や
地
域
の
方
、

Ｊ
Ａ
か
ら
学
び
な
が
ら
や
っ
て
き
ま
し

た
。今

後
は
世
界
情
勢
の
変
化
に
よ
る
為

替
変
動
な
ど
を
意
識
し
た
経
営
が
必
要

に
な
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。

︱
︱
︱
栽
培
で
特
に
大
事
な
こ
と
や
気

を
付
け
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

夏
季
剪
定
を
大
事
に
作
業
し
て
い
ま

す
。
夏
季
剪
定
を
怠
る
と
、
ぶ
ど
う
の

葉
が
多
く
な
っ
て
日
光
が
入
り
に
く
く

な
り
着
色
が
進
ま
な
か
っ
た
り
、
湿
気

が
溜
ま
っ
て
病
気
が
発
生
し
や
す
く
な

る
か
ら
で
す
。
特
に
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ

ッ
ト
の
枝
は
よ
く
伸
び
る
の
で
手
間
が

か
か
り
ま
す
。

後
は
当
た
り
前
で
は
あ
り
ま
す
が
、

農
薬
等
の
使
用
ル
ー
ル
を
き
ち
ん
と
守

る
こ
と
で
す
。
守
ら
な
い
と
薬
剤
耐
性

が
付
き
、
効
か
な
く
な
っ
て
き
ま
す
。

安
心
・
安
全
に
消
費
者
の
元
へ
届
け
る

た
め
に
、
し
っ
か
り
確
認
し
な
が
ら
基

本
に
忠
実
に
栽
培
し
ま
す
。

「安心・安全な伊万里のぶどうに誇り」
南波多町
( ) 熊

く ま
川
が わ

 道
み ち

雄
お
 さん（65歳）

ぶどうには多くの品種が存在し、それぞれ見た目や味の特徴が異なりま

す。JA伊万里管内では７月上旬からハウス巨峰を皮切りに出荷が始まり

ます。

今回は収穫前の熊川さんの果樹園を訪れ、ぶどう栽培の魅力などについ

て伺いました。

ぶどう
80アール 
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８月の星座占い　今月のあなたの運勢は？（次ページ）

	10～12日	 直売所お盆売り出し

	 11日	 伊万里いい職相談会

	 15日	 南波多納涼夏まつり

	 20日	 フルーツ観光農園開園式

	22～23日	 廃ビニール・廃プラスチック回収 
（みかん選果場）

	 24日	 廃ビニール・廃プラスチック回収 
（南部営農センター）

	 25日	 組合員訪問日

	26～27日	 豊水梨まつり

※予定のため、変更の可能性があります。

contents
くじくじも

event
月の行事月の行事８

︱
︱
︱
ぶ
ど
う
の
栽
培
に
関
心
が
あ
る
方

に
一
言
お
願
い
し
ま
す
︒

現
在
ぶ
ど
う
部
会
に
所
属
し
て
い
ま
す

が
、
生
産
者
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
な

ど
が
原
因
で
今
後
、
部
会
員
が
減
少
し
て

く
る
の
が
心
配
で
す
。

ぶ
ど
う
は
多
く
の
品
種
が
あ
り
、
需
要

も
高
い
の
で
ま
だ
ま
だ
伸
び
し
ろ
が
あ
る

品
目
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
の
専
門
指
導

員
や
部
会
員
か
ら
の
サ
ポ
ー
ト
も
充
実
し

て
い
ま
す
の
で
、
検
討
中
や
興
味
が
あ
る

方
は
ま
ず
問
い
合
わ
せ
て
み
て
く
だ
さ

い
。

さが園芸888運動
さが園芸888運動は、生産者やJA、行政等
関係機関が連携し、令和10年度までに県内
の園芸産出額888億円を目指す運動です。各
種支援対策を通じて「稼げる農家」を増やし、
さらに、それを目指す新たな担い手が確保さ
れるという好循環の創出により、本県農業生
産の拡大と生産者の所得増大を目指します。

※推進事業の支援内容や詳細な要件等は、
JA、市町等にご確認ください。

●レッツ!!園芸-888… ……………… 2〜3
●表紙紹介　孫はかわいか … ……………4
●ニュース＆トピックス… …………… 4～6
●インフォメーション… ……………………6
●第58回 通常総代会………………………7
●役員就退任の挨拶………………… 8〜9
●新理事・監事の顔ぶれ………… 10〜11
●８月の農作業だより…………… 12〜13
●市場レポート・家庭菜園… …………… 14
●理事会報告　………………………… 15 

インフォメーション、おくやみ
●クロスワードクイズ… ………………… 16 

インフォメーション 
ホームページ８月の「プレゼント」紹介

●食農教育活動フォトギャラリー　… … 17
●ナイスガイ……………………………… 18 

はつらつ人生
●インフォメーション …………………… 19 

組合員の声
●インフォメーション… ………………… 20 

家の光９月号の主な内容

︱
︱
︱
営
農
品
目
と
し
て
︑
ぶ
ど
う
の
魅

力
は
何
で
し
ょ
う
か
︒

ぶ
ど
う
は
品
種
が
と
て
も
多
い
品
目
で

す
。私
も
巨
峰
や
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
、

安
芸
ク
イ
ー
ン
を
主
に
栽
培
し
て
ま
す

が
、
合
計
20
種
類
程
品
種
を
持
っ
て
い
ま

す
。
一
つ
一
つ
個
性
が
あ
り
、
色
ん
な
品

種
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
の
は
と
て
も
魅

力
に
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
も
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
は

近
年
人
気
が
出
て
お
り
、
販
売
単
価
も

徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
い
ま
す
。
需
要
が

高
い
品
種
な
の
で
経
済
面
で
も
安
定
し
て

栽
培
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
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牡羊座
（3/21〜4/19）

【全体運】人気運に恵まれ勢いがあります。周囲の協力を得やすいので丁寧な説明を心がけて。じっくり交渉すれば大成功
【健康運】食物繊維たっぷりの食事で腸内環境を整えて　　【幸運を呼ぶ食べ物】梨

はは孫孫表紙
紹介 かかわわ

いいかか

南波多町笠椎
前田 結

ゆ い

都
と

くん（２歳）

　　 紬
ゆ

月
づ き

くん（４ヵ月）

前田 　新
あらた

くん（６歳）

　　 　旭
あさひ

くん（４歳）

　　 　菖
あやめ

ちゃん（１歳）

宮永 由
ゆ

成
な

ちゃん（２ヵ月）

祖父 前田 尚充さん	 祖母 由里子さん

♥お孫さんの紹介
結都……歌と遊びが大好きで毎日元気に外で遊んで

います！
紬月……我が家の癒し担当です！
新　……弟と妹の頼もしいお兄ちゃん♡いつも頼り

にしています！
旭　……我が家のムードメーカー♪家の中をいつも

明るくしてくれます！
菖　……お兄ちゃん達にもまれてとっても元気な女

の子！
由成……笑うことができるようになりました!!

♥お孫さんからおじいちゃん・おばあちゃんへメッセージ
いつも楽しく遊んでくれてありがとう。
じいちゃん、ばあちゃんだぁ～いすき!!

♥おじいちゃん・おばあちゃんからお孫さんへメッセージ
み～んな仲良く大きくな～れ！

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

５
年
産
伊
万
里
梨
初
出
荷

﹁
う
ま
い
﹂伊
万
里
梨
を
消
費
地
へ

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
７
月
１
日
に
伊
万
里
梨
選
果
場
で
、
令
和
５
年
産
の
伊
万
里
梨
の
出
荷
を

始
め
ま
し
た
。
こ
の
日
は
７
名
の
生
産
者
か
ら
合
計
約
３
ト
ン
の
ハ
ウ
ス
幸
水
が
持
ち
込
ま

れ
ま
し
た
。
選
果
作
業
員
が
一
つ
一
つ
形
や
キ
ズ
の
チ
ェ
ッ
ク
を
行
い
、
光
セ
ン
サ
ー
に
よ

り
糖
度
や
熟
度
を
計
測
。
選
別
さ
れ
た
梨
は
そ
の
日
の
う
ち
に
関
東
、
中
京
、
関
西
、
九
州

市
場
へ
向
け
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。
園
芸
特
産
課
の
池
田
英
寿
係
長
は
「
曇
天
が
続
き
品
質

低
下
が
心
配
さ
れ
た
が
着
色
、
食
味
と
も
に
良
好
で
自
信
を
も
っ
て
出
荷
で
き
る
」
と
話
し

ま
し
た
。

初
選
果
の
前
に
は
選
果
場
の
安
全
操
業
・
高
値
販
売
祈
願
祭
の
神
事
が
執
り
行
わ
れ
、
田

代
組
合
長
は
「
本
日
出
荷
さ
れ
た
梨
を
見
る
と
立
派
な
良
い
梨
が
で
き
て
い
る
。
高
値
で
よ

い
梨
を
各
市
場
に
送
れ
る
よ
う
安
全
・
健
康
に
十
分
注
意
し
作
業
に
あ
た
っ
て
ほ
し
い
」
と

あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
梨
部
会
は
５
年
産
伊
万
里
梨
の
販
売
目
標
を
出
荷
量
２
３
９
０
ト
ン
、
販
売

金
額
１
２
億
５
０
０
０
万
円
と
設
定
。「
幸
水
」
か
ら
「
豊
水
」「
あ
き
づ
き
」「
新
高
」
な

ど
品
種
を
リ
レ
ー
し
な
が
ら
11
月
ま
で
販
売
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

７
月
25
日
か
ら
は
名
古
屋
の
市
場
へ
出
向
き
、
伊
万
里
梨
の
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
行
い
ま

す
。
田
代
組
合
長
を
は
じ
め
、行
政
や
Ｊ
Ａ
関
係
者
ら
が
同
行
し
伊
万
里
梨
を
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。

▲厳かな雰囲気の中、神事が執り行われました

▲選果前の最終チェック

▲持ち込まれた梨を選果台へ送る作業員
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い
ち
ご
部
会
通
常
総
会
・
出
荷
販
売
反
省
会

牡牛座
（4/20〜5/20）

【全体運】うまくいきそうで一筋縄ではいかないとき。上昇運なので焦らずじっくり進めましょう。好結果が待っています
【健康運】楽しく体を動かして健康をキープ　　【幸運を呼ぶ食べ物】モロヘイヤ

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

４
年
ぶ
り
の
開
催
に
笑
顔
あ
ふ
れ
る

Ｊ
Ａ
伊
万
里
南
波
多
支
所
年
金
友
の
会
（
井
本
重
一
会
長
）
は
７
月
４
日
に
伊
万
里
温
泉

白
磁
乃
湯
で
年
金
友
の
会
大
会
を
開
き
、
会
員
43
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

大
会
で
は
令
和
４
年
度
の
事
業
報
告
や
５
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て
の
説
明
を
は
じ

め
、
今
年
度
81
歳
を
迎
え
る
会
員
へ
向
け
傘
寿
の
お
祝
い
と
し
て
、
地
元
の
窯
元
で
あ
る
虎

仙
窯
で
制
作
さ
れ
た
焼
き
物
『
鍋
島
青
磁 

福
来
朗
（
ふ
く
ろ
う
）』
の
贈
呈
を
行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
い
ち
ご
部
会
（
原
浩
一
部
会
長
）
は
７
月
７

日
に
本
所
で
、
通
常
総
会
・
出
荷
販
売
反
省
会
を
開
き
、
部

会
員
や
役
職
員
ら
約
50
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

令
和
４
年
度
は
現
地
研
修
会
や
全
体
研
修
会
を
中
心
と
し

た
活
動
を
行
い
、
栽
培
技
術
の
研
鑽
や
品
質
管
理
の
徹
底
に

取
り
組
ん
だ
結
果
、
10
ア
ー
ル
当
り
収
量
５
２
０
０
キ
ロ
、

販
売
金
額
７
４
０
万
円
を
超
え
、
同
部
会
の
歴
代
最
高
額
を

記
録
し
ま
し
た
。
５
年
度
は
更
に
部
会
活
動
を
活
性
化
し
所

得
増
大
の
目
標
を
も
っ
て
、『
伊
万
里
い
ち
ご
』
の
ブ
ラ
ン

ド
化
・
い
ち
ご
経
営
の
更
な
る
健
全
化
を
目
指
し
ま
す
。

役
員
改
選
も
行
わ
れ
、
新
部
会
長
に
岸
本
英
寿
さ
ん
（
北

部
支
所
）
が
選
出
さ
れ
「
５
年
度
に
竣
工
し
た
パ
ッ
ケ
ー
ジ

セ
ン
タ
ー
を
部
会
員
み
ん
な
で
協
力
し
て
、
利
用
し
や
す
い

施
設
に
し
て
い
き
た
い
。
伊
万
里
い
ち
ご
を
も
っ
と
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
こ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

総
会
後
の
出
荷
販
売
反
省
会
で
は
共
励
会
表
彰
が
行
わ

れ
、
中
島
和
文
さ
ん
（
東
部
支
所
）
が
最
優
秀
賞
を
受
賞
し

ま
し
た
。
他
の
受
賞
者
は
次
の
通
り
で
す
。（
敬
称
略
）

Ｊ
Ａ
伊
万
里
ぶ
ど
う
部
会
（
熊
川
道
雄
部
会
長
）
は
７
月
５
日
に
ハ
ウ
ス
ぶ
ど
う
の
初
出

荷
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の
日
は
前
平
ぶ
ど
う
集
荷
所
に
３
５
２
パ
ッ
ク
（
１
０
５
キ
ロ
）
が

５
年
産
ぶ
ど
う
の
初
出
荷

南
波
多
支
所
年
金
友
の
会
大
会

伊
万
里
い
ち
ご
を
消
費
者
へ
ア
ピ
ー
ル

品
質
重
視
の
出
荷
・
販
売
を
目
指
す

井
本
会
長
は「
今
日
は
日
ご
ろ
の
農
作
業
の
疲
れ
を
癒
し
て
、

ゆ
っ
く
り
楽
し
ん
で
も
ら
い
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

大
会
後
の
懇
親
会
で
は
お
楽
し
み
抽
選
会
や
カ
ラ
オ
ケ
大

会
が
行
わ
れ
、
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
た
大
会
は
大
い
に
賑

わ
い
ま
し
た
。
今
後
、
他
支
所
（
支
部
）
で
も
順
次
開
催
さ

れ
る
予
定
で
す
。

持
ち
込
ま
れ
Ｊ
Ａ
の
担
当
者
が
、
ぶ
ど
う
の
粒
や
着
色
具
合
を
慎
重
に

検
査
し
た
後
、そ
の
日
の
内
に
地
元
市
場
へ
向
け
て
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

７
日
に
は
部
会
員
や
Ｊ
Ａ
役
職
員
ら
が
出
席
し
、
ぶ
ど
う
の
高
値
販

売
と
同
集
荷
所
の
安
全
操
業
を
祈
願
。
同
部
会
の
熊
川
部
会
長
は
「
カ

ラ
ス
等
の
鳥
獣
害
対
策
を
し
な
が
ら
適
期
収
穫
を
行
い
、
高
値
販
売
に

つ
な
げ
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

令
和
５
年
産
は
長
雨
に
よ
る
日
照
不
足
が
原
因
で
着
色
が
遅
れ
て
い

る
も
の
の
量
や
食
味
は
良
く
、
品
質
も
良
好
に
推
移
。『
巨
峰
』
を
中

心
に
九
州
・
関
西
市
場
へ
９
月
下
旬
ま
で
販
売
を
行
い
ま
す
。

▲出荷時の注意事項を確認する部会員

▲『鍋島青磁 福来朗』を
受け取る井上正純さん
㊧

▲市長賞を受賞した東山さん㊧

▲新人賞を受賞した原さん

▲左から中島さん、東山さん、浦田さん、
原さん

【
生
産
販
売
共
励
会
】

最
優
秀
賞
　
　
中
島
　
和
文
（
東
部
）

優
秀
賞
　
　
　
東
山
　
政
嗣
（
東
部
）

優
良
賞
　
　
　
浦
田
　
龍
介
（
東
部
）

躍
進
賞
　
　
　
原
　
　
岳
洋
（
東
部
）

新
人
賞
　
　
　
原
　
誠
二
朗
（
東
部
）

【
市
長
賞
】

　
　
　
　
　
　
東
山
　
政
嗣
（
東
部
）
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双子座
（5/21〜6/21）

【全体運】手厳しい指摘を受けるなどショッキングなことがあるかも。ただし反省して見直せば大きな方向転換に。転機です
【健康運】無理は禁物。ティータイムでリフレッシュ　　【幸運を呼ぶ食べ物】ナス

&NewsNews TopicsTopicsニュース トピックス

多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
う

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
６
月
19
日
か
ら
25
日
ま
で
の
１
週
間
、
ベ
ス

ト
電
器
伊
万
里
店
で
『
夏
の
家
電
祭
り
』、
フ
タ
タ
伊
万
里
店

Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
７
月
11
日
に
本
所
で
冬
採
り
玉
葱
（
シ
ャ
ル
ム
）

栽
培
全
体
研
修
会
を
開
き
、
生
産
者
26
人
が
出
席
し
ま
し
た
。

研
修
会
で
は
、
令
和
４
年
産
の
生
産
販
売
実
績
を
報
告
し
た
後
、

５
年
産
の
栽
培
に
お
け
る
仔
球
低
温
処
理
の
要
領
や
土
壌
管
理
や
排

水
対
策
な
ど
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
の
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

園
芸
特
産
課
の
岩
野
進
一
郎
職
員
は
「
定
植
期
間
を
し
っ
か
り
守

り
、
植
え
付
け
後
は
病
害
虫
が
発
生
し
に
く
い
管
理
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

冬
採
り
玉
葱
は
冬
場
に
新
鮮
で
軟
ら
か
い
玉
葱
を
生
産
す
る
こ
と

冬
採
り
玉
葱
栽
培
全
体
研
修
会

夏
の
家
電
祭
り
・フ
タ
タ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

栽
培
ポ
イ
ン
ト
を
確
認

で
『
夏
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
』
を
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま
し
た
。
両

店
舗
の
入
り
口
に
Ｊ
Ａ
受
付
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
、
担
当
職
員

が
来
場
受
付
や
購
入
記
念
品
な
ど
を
手
渡
し
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
夏
に
向
け
た
商
品
を
数
多
く
取
り
揃
え
、
ベ
ス
ト

電
器
で
は
エ
ア
コ
ン
の
最
新
モ
デ
ル
や
除
湿
機
な
ど
を
特
別
限

定
価
格
で
販
売
。
フ
タ
タ
で
は
ク
ー
ル
ビ
ズ
特
別
５
点
セ
ッ
ト

や
メ
ン
ズ
ス
ー
ツ
半
額
な
ど
の
特
価
販
売
を
行
い
ま
し
た
。

農
繁
期
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
が
来
場
し
賑
わ
い

を
見
せ
て
い
ま
し
た
。

が
で
き
、
同
Ｊ
Ａ
で
も
新
た
な
主
力
農
産
物
と
し
て
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
今
後
は
８
月
下

旬
に
定
植
を
行
い
、
11
月
上
旬
か
ら
12
月
末
頃
に
出
荷
・
販
売
を
行
う
予
定
で
す
。

▲栽培ポイントを確認する生産者

▲受付を行う来場者（ベスト電器伊万里店）

毎日の農作業大変ご苦労様です。
廃棄物処理法では適切に処理するようになっている事から、

この機会に保管されている廃ビニール・廃プラスチックの処理
をお願いします。

また、混雑を避けるため、持込に対し時間割をしております
ので、ご協力をお願いします。

記

1. 回収期日　令和5年 ８月22日㈫・８月23日㈬・ 
８月24日㈭ ３日間

（支所別回収日程及び回収場所）
営農センター 回収場所 回収日 回収時間 対象地区

南波多

みかん
撰果場

8月22日㈫

9:00 ～
12:00 南波多

北部 13:00 ～
15:00 黒川・波多津

東部
8月23日㈬

9:00 ～
12:00 大　川

中部・東部 13:00 ～
15:00

伊万里・大坪・
大川内・松浦

南部
南部営農
センター 8月24日㈭

9:00 ～
12:00

西有田・曲川・
有田

西部 13:00 ～
15:00

二里・東山代・
山代

2. 処理費用
1㎏当り　71円（税込） 

（重量は回収場所の計量器にて計測します）

3. 回収しない物
古農薬、農薬容器、ガラス、ゴム（ベルト・タイヤ類）、 
木材、金属　等

4. 注意事項
①JA伊万里より購入された資材等に限ります。

※回収要領に反するものについては、持ち帰りをお願いす
る場合があります。

②泥やゴミは必ず払い落し、草木片や小石等の異物が混入し
ないようにして下さい。 
1梱包20㎏程度を目安に、同種の紐でしっかり梱包して
ください。

③品目毎に必ず仕分けし、塩化ビニールとポリエチレン資材
を確実に仕分けてください。 

（ビニール類・ポリ類・プラスチック類）
④大変混雑が予想されることから、支所別回収日程・回収場

所・時間に合わせ搬入してください。
⑤搬入中の道路への落下など荷崩れ防止に努めてください。
⑥回収会場への搬出は「産業廃棄物収集運搬車」車輌表示を

してください。

5. 委任状の徴収について
廃ビ・廃プラ回収時に生産者より適正処理に係る回収・運

搬及び処理に対し委任状の徴収が必要です。従来からの受付
簿と合わせ委任状の提出をお願します。
※印鑑が必要です。
◎事前に、各営農センターへお尋ねください。

R５年７月　　JA伊万里　生産資材課

農業用廃ビニール・廃プラスチック類の回収について
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蟹座
（6/22〜7/22）

【全体運】運に恵まれ順調です。気になっていたことを片付ければ気分もすっきり。友人との交流や旅行も楽しめます
【健康運】仲間とおしゃべりしてストレス発散　　【幸運を呼ぶ食べ物】ミョウガ

第
58
回
通
常
総
代
会
は
６
月
28
日
午
後
１
時
30
分
、
総
代
４
４
５
名

（
本
人
出
席
３
０
８
名
、
代
理
人
出
席
14
名
、
書
面
出
席
１
２
３
名
）

が
出
席
し
開
会
し
ま
し
た
。

開
催
に
あ
た
り
挨
拶
し
た
田
代
組
合
長
は
、『
組
合
員
は
も
と
よ
り

地
域
の
皆
様
の
積
極
的
な
事
業
参
画
・
利
用
に
よ
り
余
剰
金
処
分
に
よ

る
出
資
配
当
・
利
用
高
配
当
が
で
き
る
よ
う
な
議
案
を
提
出
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
を
報
告
し
、
今
後
も
農
業
・
地
域
の
未
来
を
創
る
た
め

「
農
業
者
の
所
得
増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
に

努
め
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の
確
立
・
強
化
に
全
力
で
取
り
組
む
』

と
述
べ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
地
域
農
業
振
興
に
功
労
が
あ
っ
た
３
人
に
農

第58回 JA伊万里通常総代会第58回 JA伊万里通常総代会

令
和
４
年
度
の
業
務
報
告
と
︑
向
こ
う
１
年
間
の
農

協
事
業
の
方
向
付
け
を
行
う
第
58
回
通
常
総
代
会
が
６

月
28
日
︑
Ｊ
Ａ
会
館
で
開
か
れ
ま
し
た
︒
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
︵
消
毒
・
検
温
等
︶
を
行
い

な
が
ら
︑
当
日
は
４
年
ぶ
り
に
人
数
制
限
の
な
い
通
常

開
催
と
な
り
ま
し
た
︒

議
事
で
は
令
和
５
年
度
の
事
業
計
画
な
ど
９
議
案
を

協
議
︒
全
て
の
議
案
に
お
い
て
賛
成
多
数
で
可
決
承
認

さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
︑
Ｊ
Ａ
伊
万
里
は
５
年
度
事
業
へ

新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
︒

【
農
業
振
興
功
労
賞
】

◆
前
　
田
　
清
　
馬 

氏

	

（
大
川
内
町
）

◆
松
　
尾
　
雅
　
宏 

氏

	

（
木
須
町
）

◆
松
　
本
　
健
一
郎 

氏

	

（
大
川
町
）

【
組
織
功
労
賞
】

◆
青
年
部

副
　
島
　
義
　
門 

氏

	

（
大
川
内
町
）

◆
女
性
部

松
　
本
　
尚
　
子 

氏

	
（
波
多
津
町
）

馬
　
場
　
美
智
子 
氏

	

（
有
田
町
）

◆
き
ん
か
ん
部
会

佐
　
藤
　
直
　
樹 

氏

	

（
有
田
町
）

表
彰
式

議
事
・
閉
会

開
会
・
組
合
長
挨
拶

▲組織功労賞受賞の方々

▲貴重な意見を 
頂きました

▼出席者一同で万歳三唱

▲農業振興功労賞受賞の方々

▲議長を務めた 
井手氏

議
長
に
南
波
多
支
所
管
内
の
井
手
昭
仁
さ
ん
が
選
出
さ
れ
議
事
に
移

り
ま
し
た
。
第
１
号
議
案
は
令
和
４
年
度
事
業
報
告
お
よ
び
剰
余
金
処

分
案
に
つ
い
て
、
第
２
号
議
案
は
第
６
次
中
期
経
営
３
ヵ
年
計
画
に
つ

い
て
、
第
３
号
議
案
は
令
和
５
年
度
事
業
計
画
の
設
定
お
よ
び
関
連
事

項
に
つ
い
て
そ
れ
ぞ
れ
審
議
。出
席
し
た
総
代
か
ら
の
質
疑
に
つ
い
て
、

役
員
や
担
当
部
長
ら
が
答
弁
し
ま
し
た
。

第
４
号
議
案
以
降
も
慎
重
に
審
議
が
行
わ
れ
、
全
議
案
と
も
賛
成
多

数
で
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
最
後
は
出
席
者
全
員
で
万
歳

三
唱
を
行
い
、
閉
会
と
な
り
ま
し
た
。

業
振
興
功
労
賞
が
、
生
産
部
会

等
の
活
動
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
４
人
に
組
織
功
労
賞
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
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獅子座
（7/23〜8/22）

【全体運】勢いがあります。思った以上に進展が早いことも。かじ取りは慎重に。信頼に応えようとする態度が大事です
【健康運】食べ過ぎに気を付けて。腹八分目で医者いらず　　【幸運を呼ぶ食べ物】レタス

代表理事組合長
田代 直樹（63）

代表理事副組合長
田中 正昭（67）

６
月
28
日
に
開
か
れ
た
第
58
回
通
常
総

代
会
の
第
８
号
議
案
で
向
こ
う
３
年
間
、

Ｊ
Ａ
伊
万
里
の
運
営
に
あ
た
る
新
役
員
の

選
任
が
行
わ
れ
、
理
事
17
名
、
監
事
６
名

が
決
ま
り
ま
し
た
。

総
代
会
終
了
後
、
理
事
会
と
監
事
会
が

開
か
れ
、
代
表
理
事
組
合
長
に
田
代
直
樹

氏
（
大
川
）、
代
表
理
事
副
組
合
長
に
田

中
正
昭
氏
（
波
多
津
）、
常
務
理
事
に
前

川
繁
利
氏
（
学
識
経
験
者
）
が
再
任
さ
れ

ま
し
た
。ま
た
代
表
監
事
に
庄
山
嘉
氏（
南

部
ブ
ロ
ッ
ク
）
が
再
任
さ
れ
、
常
勤
監
事

に
前
田
豊
氏
（
学
識
経
験
者
）
が
新
た
に

選
任
さ
れ
ま
し
た
。

就
任
の
挨
拶

就
任
の
挨
拶

役
員
改
選

新
体
制
で

新
体
制
で

新
た
な

新
た
な

飛
躍
に
臨
む

飛
躍
に
臨
む

盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
第
58
回
通
常
総
代
会
に
お
い

て
21
期
理
事
選
任
を
い
た
だ
き
、
理
事
会

に
お
い
て
代
表
理
事
組
合
長
に
再
任
さ
れ

ま
し
た
。
初
心
を
忘
れ
ず
こ
れ
か
ら
３
年

間
し
っ
か
り
と
農
協
運
営
を
担
う
重
責
を

痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
、
コ
ロ
ナ
は
落
ち
着
き
経
済
活
動

も
平
常
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
農
業
を
取

り
巻
く
環
境
は
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
に

よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体
化
が
進
み
、
さ
ら

に
肥
料
飼
料
燃
料
等
の
生
産
資
材
の
高
騰

が
農
業
経
営
を
大
き
く
圧
迫
し
て
お
り
ま

す
。
一
方
、
世
界
人
口
の
増
加
、
自
国
優

先
主
義
、
大
規
模
な
気
象
災
害
な
ど
に
よ

り
、
食
料
・
飼
料
・
肥
料
・
原
料
な
ど
の

自
由
な
輸
入
は
厳
し
く
な
る
予
測
が
あ
り

ま
す
。
今
後
は
国
民
の
食
料
確
保
の
観
点

か
ら
、
現
在
見
直
し
が
進
ん
で
い
る
「
食

料
農
業
農
村
基
本
法
」
に
も
平
時
か
ら
の

盛
夏
の
候
　
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。
平
素
は
格
別
の
ご
高
配

を
賜
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
第
58
回
通
常
総
代
会
に
お
い

食
料
安
全
保
障
の
強
化
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
農
産
物
の
価
格
転
嫁
へ
の
国
民
理
解

醸
成
運
動
な
ど
も
必
要
で
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
さ
ら
に
自
己

改
革
を
進
め
伊
万
里
ブ
ラ
ン
ド
の
確
立
に

よ
る
地
域
農
業
の
発
展
、
豊
か
で
暮
ら
し

や
す
い
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
Ｊ
Ａ
伊
万

里
の
役
割
で
あ
り
、
役
職
員
一
体
と
な
り

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。
ま
た
、
営
農
経
済

事
業
の
収
支
改
善
に
よ
る
健
全
経
営
を
進

め
地
域
に
信
頼
さ
れ
る
Ｊ
Ａ
伊
万
里
を
目

指
し
ま
す
。

今
、
持
続
可
能
な
農
業
を
続
け
る
た
め

に
は
、
担
い
手
新
規
就
農
者
の
育
成
が
最

も
重
要
で
す
。
伊
万
里
・
有
田
の
農
業
を

維
持
発
展
さ
せ
る
た
め
に
誠
心
誠
意
取
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
宜
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

て
理
事
再
任
を
い
た
だ
き
、
理
事
会
に
お

い
て
代
表
理
事
副
組
合
長
に
就
任
い
た
し

ま
し
た
。
こ
こ
に
謹
ん
で
ご
挨
拶
申
し
上

げ
ま
す
。

農
業
、
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
依
然

と
し
て
厳
し
く
、
農
業
就
業
者
の
減
少
や

高
齢
化
に
加
え
、
肥
料
・
飼
料
・
燃
料
等

が
高
騰
す
る
一
方
で
国
産
農
畜
産
物
へ
の

価
格
転
嫁
は
進
ま
ず
、
農
業
経
営
に
大
き

な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
Ｊ
Ａ
伊
万
里

が
「
農
業
所
得
の
増
大
」「
農
業
生
産
の

拡
大
」「
地
域
の
活
性
化
」
の
実
現
と
組

合
員
・
地
域
住
民
に
な
く
て
は
な
ら
な
い

組
織
で
あ
り
続
け
る
た
め
に
、
不
断
の
自

己
改
革
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
が
地
域
の
農
業
と
暮
ら
し
を
支
え
続

け
る
た
め
に
、
持
続
可
能
な
経
営
基
盤
の

確
立
・
強
化
は
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
そ

の
た
め
に
、業
務
効
率
化
と
コ
ス
ト
削
減
、

事
業
活
動
の
改
善
を
図
り
、
経
営
健
全
性

の
確
保
と
組
合
員
と
の
つ
な
が
り
強
化
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

組
合
員
・
地
域
・
Ｊ
Ａ
伊
万
里
発
展
の

た
め
微
力
な
が
ら
誠
心
誠
意
、
全
力
を
尽

く
す
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
組
合
員
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭
撻
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
就
任
の
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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乙女座
（8/23〜9/22）

【全体運】口は災いのもと。発言には気を付けましょう。言葉よりも態度で示す姿勢が吉と出ます。映画やドラマを楽しんで
【健康運】ヘッドマッサージで気分転換。歯科検診が吉　　【幸運を呼ぶ食べ物】ゴーヤー

常務理事
前川 繁利（61）

常勤監事
前田 豊（60）

元常勤監事
長野 文宏

退
任
の
挨
拶

退
任
の
挨
拶

組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

益
々
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

こ
の
度
の
第
58
回
通
常
総
代
会
に
お
き

ま
し
て
選
任
い
た
だ
き
、
第
20
期
に
引
き

続
き
金
融
共
済
担
当
常
務
と
し
て
就
任
い

た
し
ま
し
た
。
課
せ
ら
れ
た
職
責
の
重
大

さ
を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
情
勢
は
、
農

業
者
の
高
齢
化
、
農
業
従
事
者
の
減
少
に

よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体
化
及
び
日
銀
の
マ

イ
ナ
ス
金
利
政
策
の
長
期
化
・
共
済
事

業
向
け
の
総
合
的
な
監
督
指
針
の
強
化

等
、
信
用
事
業
・
共
済
事
業
の
収
支
悪
化

に
よ
る
Ｊ
Ａ
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
加
え
て
ロ
シ
ア
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ

ナ
侵
略
が
長
期
化
し
、
引
き
続
き
生
産
資

材
の
高
騰
・
穀
物
相
場
の
乱
高
下
等
世
界

情
勢
は
混
沌
と
す
る
こ
と
が
危
惧
さ
れ
ま

す
。そ

の
よ
う
な
中
、
金
融
共
済
事
業
は
、

あ
ら
ゆ
る
影
響
を
受
け
る
中
で
事
業
運
用

利
益
が
低
下
し
、
経
営
環
境
は
一
段
と
厳

し
く
な
る
も
の
と
想
定
さ
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ

伊
万
里
は
、
引
き
続
き
「
農
業
者
所
得
の

盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶
び

盛
夏
の
候
、
組
合
員
の
皆
様
に
お
か
れ

ま
し
て
は
、
益
々
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
慶

び
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
第
58
回
通
常
総
代
会
に
お
き

ま
し
て
選
任
い
た
だ
き
、
監
事
会
に
お
い

て
第
21
期
の
常
勤
監
事
と
し
て
就
任
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
依
然
と
し

て
農
業
者
の
高
齢
化
、
担
い
手
不
足
、
農

業
生
産
基
盤
の
縮
小
、
ま
た
、
ウ
ク
ラ
イ

ナ
紛
争
で
の
激
変
す
る
国
際
情
勢
に
よ

り
、
燃
油
・
飼
料
・
肥
料
等
が
高
騰
し
農

業
経
営
の
厳
し
さ
が
増
し
て
お
り
、
Ｊ
Ａ

と
し
て
も
更
な
る
自
己
改
革
、
事
業
改
革

が
求
め
ら
れ
る
な
か
、
持
続
可
能
な
農
業

経
営
の
実
現
を
目
指
し
「
農
業
者
の
所
得

申
し
上
げ
ま
す
。

こ
の
度
の
第
58
回
通
常
総
代
会
を
も
ち

ま
し
て
、
平
成
29
年
か
ら
２
期
６
年
間
に

亘
り
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
常
勤
監
事

を
退
任
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
在
任

中
は
、
組
合
員
を
は
じ
め
役
職
員
並
び
に

関
係
者
の
皆
様
に
は
大
変
お
世
話
に
な

り
、
心
か
ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

そ
の
間
、
法
定
監
査
が
Ｊ
Ａ
全
国
監
査

機
構
監
査
か
ら
会
計
監
査
人
監
査
へ
移
行

す
る
な
ど
、
一
層
の
内
部
統
制
整
備
や
リ

ス
ク
管
理
体
制
の
確
立
が
求
め
ら
れ
る
な

か
、
常
勤
監
事
と
し
て
の
各
種
監
査
、
内

部
統
制
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
監
事
監
査
な

ど
の
対
応
を
行
な
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
幸
い
に
も
重
大
な
不
祥
事
等
の
発
生

は
な
く
、
大
過
な
く
職
責
を
全
う
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
こ
と
に
重
ね
て
お
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

農
業
・
Ｊ
Ａ
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農

業
者
の
減
少
や
高
齢
化
の
進
行
、
耕
作
放

棄
地
の
増
加
等
に
よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体

化
、
肥
料
・
飼
料
・
燃
油
の
高
騰
な
ど
、

農
業
・
Ｊ
Ａ
経
営
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

る
な
か
、
組
合
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な

り
、
こ
の
難
局
を
乗
り
切
っ
て
い
た
だ
く

も
の
と
確
信
し
て
お
り
ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
組
合
員
皆
様

の
ご
健
勝
と
地
域
農
業
並
び
に
Ｊ
Ａ
伊
万

里
の
発
展
を
心
よ
り
ご
祈
念
し
申
し
上

げ
、
退
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
」
に
向
け
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま

す
。監

査
面
に
お
き
ま
し
て
は
、
Ｊ
Ａ
へ
の

会
計
監
査
人
監
査
や
「
内
部
統
制
シ
ス
テ

ム
基
本
方
針
」
及
び
「
早
期
警
戒
制
度
」

の
対
応
等
Ｊ
Ａ
の
内
部
統
制
整
備
が
一
層

重
要
性
を
増
し
て
お
り
、
職
責
の
重
大
さ

を
痛
感
し
て
お
り
ま
す
。

今
後
の
Ｊ
Ａ
伊
万
里
の
健
全
な
発
展
に

向
け
、
常
勤
監
事
と
し
て
の
役
割
と
責
任

を
改
め
て
認
識
し
、
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

態
勢
の
確
立
・
強
化
や
不
祥
事
未
然
防
止
、

リ
ス
ク
管
理
態
勢
の
整
備
に
努
め
、
組
合

員
皆
様
の
負
託
に
応
え
得
る
Ｊ
Ａ
づ
く
り

を
目
指
す
た
め
、
全
力
で
取
り
組
む
所
存

で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
指
導
ご
鞭

撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

増
大
」「
農
業
生
産
の
拡
大
」「
地
域
の
活

性
化
」
に
向
け
て
自
己
改
革
を
進
め
、
組

合
員
・
利
用
者
・
地
域
に
貢
献
で
き
る
事

業
の
展
開
と
収
益
性
の
改
善
に
向
け
た
取

り
組
み
を
実
践
し
て
ま
い
り
ま
す
。
組
合

員
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
一
層
の
ご
指
導

と
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し

上
げ
、
就
任
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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新
理
事
・
監
事
の
顔
ぶ
れ

天秤座
（9/23〜10/23）

【全体運】気になることが多くそわそわ。まずは真偽を確かめて。信頼できる人と行動を共にすれば大団円のゴールに到達
【健康運】ハーブを使ったメニュ一で元気がアップ　　【幸運を呼ぶ食べ物】キュウリ

①特産
②組合員・利用者の声に耳

を傾け、JAと組合員の
和を図ります。

①女性部・助け合い組織・
直売所

②組合員の営農・生活を守
り、地域にあった組織活
動の強化に努めます。

①柑橘・キウイ・玉ねぎ
②組合員・利用者の負託に

応えるJA運営に努めま
す。

①小ねぎ・みず菜・青年部
②地域農業の活性化と農業

所得の向上のため、組合
員の意見や要望に応える
べく努力します。

①畜産・梨・ブドウ・モモ
②組合員の農業経営の向上

と後継者が残る農業がで
きるよう努力します。

①穀類・農政
②JAに全面的に協力し地

域の農業振興に努めてい
きたいと思っています。

①玉ねぎ
②安定的な経営の確立と農

家組合員の所得向上に努
めます。

空閑 博隆（69）
（曲川）

本田 貞子（70）
（女性部）

水田 重彦（68）
（東山代）

岩橋 一正（55）
（二里）

岩永　統（65）
（南波多）

岳川 淳彦（64）
（有田）

前川 善治（68）
（大川内）

役
割
分
担
は
次
の
通
り
で
す
。

◎
は
委
員
長
、
○
は
副
委
員
長

筆
頭
理
事

岩
　
永
　
　
　
統

総
務
・
金
融
共
済
委
員
会

◎
空
　
閑
　
博
　
隆
　
○
前
　
川
　
善
　
治

　
岩
　
永
　
　
　
統
　
　
岳
　
川
　
淳
　
彦

　
相
　
良
　
安
　
夫
　
　
岩
　
永
　
雅
　
弘

　
坂
　
本
　
国
　
重

営
農
畜
産
・
経
済
委
員
会

◎
本
　
田
　
貞
　
子
　
○
山
　
口
　
洋
　
二

　
水
　
田
　
重
　
彦
　
　
岩
　
橋
　
一
　
正

　
池
　
田
　
明
　
子
　
　
山
　
口
　
　
　
規

　
藤
　
　
　
一
　
郎

伊
万
里
青
果
市
場

取
締
役
会
長
　
　
田
　
代
　
直
　
樹

取
締
役
　
　
　
　
水
　
田
　
重
　
彦

監
査
役
　
　
　
　
岳
　
川
　
淳
　
彦

監
査
役
　
　
　
　
岩
　
橋
　
一
　
正

︽
理

事
︾

︵
カ
ッ
コ
内
は
年
齢
・
選
出
地
区
︶

︵
カ
ッ
コ
内
は
年
齢
・
選
出
地
区
︶

①
組
織
部
会
担
当
　
②
所
信

①
組
織
部
会
担
当
　
②
所
信
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蠍座
（10/24〜11/22）

【全体運】言質を取られないように気を付けて。多くを語らない方がうまくいきます。連絡は密に。友人との旅行や外出は◎
【健康運】健康スクールに参加を。役立つ情報をゲット　　【幸運を呼ぶ食べ物】クウシンサイ

①女性部・助け合い組織・
直売所

②農業所得増大に向けJA
と一体となって取り組み
ます。

JAの公共性・社会的責任
を十分理解し、健全な組合
運営がなされるよう監事の
職務を遂行します。

員外監事として状況把握と
監視指導を行い、正確な事
務向上を目指す監査を行い
たいと思います。

①生産組合・集落営農・ 
中山間地対策

②組合員のための事業運営と
体制づくりに努め、中山間地
域農業の活性化と夢のもて
る農業振興に取り組みます。

①穀類・農政
②後継者不足等の課題を少

しでも前向きに解決でき
るよう、非農家等准組合員
をも巻き込んだ農業・農村
の後継育成に努めます。

JA組合員のために微力な
がらお役に立ちたい。

①梅
②農業しやすい環境づくり

と農業所得の向上に努め
ます。

①梨・ブドウ・モモ・ 
アスパラ

②持続可能な農業を目指し、組
合員・地域に信頼される事業
に取り組み、健全なJA運営と
経営基盤の強化に努めます。

JA伊万里の健全経営の監
督と指導に徹したい。

①いちご
②「組合員あってのJA」・
「職員あってのJA」の思
いで努めます。

①胡瓜
②組合員の営農・生活の安

定と向上を目指し、信頼
されるJAの事業運営に
努めます。

監事の役割を理解し、責任
感を持ってその務めを果た
していきたいと思います。

池田 明子（62）
（女性部）

代表監事
庄山　嘉（70）
（南部ブロック）

員外監事
川原 文夫（74）

岩永 雅弘（65）
（山代）

藤　一郎（64）
（西有田）

前田　稔（66）
（西部ブロック）

山口 洋二（68）
（大坪）

山口　規（64）
（松浦）

吉永 直満（67）
（中部ブロック）

相良 安夫（69）
（伊万里）

坂本 国重（60）
（黒川）

武野 逸郎（67）
（東部ブロック）

︽
監

事
︾
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射手座
（11/23〜12/21）

【全体運】問題はあるものの運勢は良好です。状況が明らかになることで改善へと進むはず。困難を感じるときこそ奮起を
【健康運】準備運動を入念に。関節のケアを心がけて　　【幸運を呼ぶ食べ物】葉ショウガ

農作業だより農作業だより ８８月月
農 産
品 目 主要管理 管理のポイント

●水稲 （早期作）
コシヒカリ
夢しずく

○水管理 ・「中干し」が十分に行えなかった圃場は、7月下旬頃から出穂期を迎えているので、間断かん水を行い、
根の活力を促す。

※収穫前の早い落水は、やせ米や品質低下の原因となるので、できるだけ遅く落水を行う。
○病害虫防除 ・カメムシの被害が懸念されるので、必ず『トレボン粉剤DL』を10ａあたり3～4㎏散布防除する。
○収穫 ・8月下旬頃が刈り取り適期になるので、適期に刈り取りが行なえるよう準備を行う。

（普通作）
夢しずく
ヒノヒカリ
たんぼの夢

○水管理 ・夢しずくは、「間断かん水」を行っていると思いますが、出穂期にはやや浅水管理とし、その後は間断か
ん水に努める。

・ヒノヒカリ・たんぼの夢は、7月末～8月初旬にかけて「中干し」を行い、その後、間断かん水を行う。 
※中干しは、根への酸素供給、土中のガスの除去、無効分けつの抑制等の効果がある。

○施肥 ・夢しずくは、7月下旬～8月上旬に穂肥を10ａ当たり10～20㎏施用する。 
※たんぼの夢等で元肥一発肥料を使用した圃場は、穂肥の必要はなし。 
※最寄りの営農センター指導員の穂肥診断（幼穂長・葉色等）を受け、穂肥の時期と量を加減する。

○病害虫防除 ・8月の一斉防除『ワイドナーエース粉剤DL』10ａあたり3～4㎏での防除を行う。 
※一斉防除前に、いもち病等の発生がある圃場は、臨機防除を行う。

・今年はトビイロウンカ、コブノメイガの飛来が多く、被害が懸念されます。田廻りを密に行い、早期発見・
対策に努めて下さい。

○その他 ・ヘリ防除の申し込み者は、圃場に防除旗を立てる。
●大豆 ○施肥・培土 ・培土は、土壌水分をよく見て、株元が隠れるように行う。 

効果：根粒菌が多くなり、生育旺盛、倒伏、湿害、雑草発生の防止。 
※一回目は、本葉3～4枚開いた時に子葉が隠れる程度行う。 
※二回目は、本葉6～7枚開いた時に初生葉が隠れる程度行う。

○追肥 ・生育不良田は、畝間に施肥を行い、直ちに二回目の土寄せを行う。 
10ａあたり、『硫安』または、『BB480』のいずれかを、10㎏施用する。

・生育良好田については、開花期から10日ぐらいの間に畝間へ花肥を施用する。
○病害虫対策 ・8月中・下旬頃にハスモンヨトウ対策として、『プレオフロアブル』（2,000倍）を10ａあたり150L散布する。
○排水対策 ・圃場内の排水路の整備を行い、畝溝は必ず排水口につなぐ。

園 芸
品 目 主要管理 管理のポイント

●タマネギ ○育苗床の準備 ・8月上旬にかけて堆肥・石灰の散布を行い、土壌消毒を8月中旬～下旬より1ヵ月間実施する。 
※土塊が粗いと生育不良を生じるので、天候に左右されないよう早期に取り掛かる。

・それぞれ品種により播種・定植・収穫が異なるので品種特性を活かし作型分散を行なった中で、自分に
あった作付計画を立てる。

・種子については、各支所で取りまとめを行います。最寄の支所技術員まで提出してください。
●いちご ○本圃

準備
【排水対策

の徹底】
・外成らせ畦については高畦にして排水対策を図る。

【定植準備】・8月中旬くらいまでには終了させる。高収量者の共通点は作業が早い。
○育苗

管理
【苗づくり 

目標】
・10ａ当り7,000株を目標として作り上げる。

【かん水】 ・暑い日が続いてもかん水は朝1回だけにする。やりすぎは注意。
【定植苗の

管理】
・葉色が濃くても体内窒素が十分とは限らない。切り離し後は定期的に液肥のかん注を行う。 
『IB化成S1号』は採苗が終わったら1ポットに1粒入れる。（切り離す前から入れておいても良い） 
8月中旬に『スーパータブレット』を1ポットに1粒入れる。

【
病
害
虫
防
除
】

・たん
そ病

・夕立等の降雨後、熱気・湿度が育苗ハウス内にこもったら、寒冷紗をハウスの肩以上にまくり、湿度を逃
がす。理想は降雨前の防除。 
育苗ベンチ下の草刈りを行い、通風をよくする。週に1回は防除を行う。

・イオウ
病

・観察を怠らず罹病株は除去する。

・うどん
こ病

・気温上昇と共に葉の中に胞子が隠れる。 
治ったと勘違いのないように油断しないで定期的に防除を行う。

・ダニ・
スリッ
プス

・葉の葉柄あたりを食害する。よく観察しよう。アグリメック1,000倍

・アブラ
ムシ

・ランナー先端、新葉付近など柔らかい葉を好む。

●ブロッコリー ○植え付け準備 ・8月下旬からの定植に合わせて早めに圃場準備を行う。
○除草対策 ・定植7日前までに『トレファノサイド粒剤』を10ａあたり5㎏散布する。
○定植 ・定植前後にかん水を行い、活着促進に努める。『液肥特2号』500倍を施用する。

●アスパラガス ○下温管理 ・妻面の開放、サイドの肩以上の開放を行う。散水も下温効果があるので効果的。
○水管理・施肥 ・かん水は午前中に行い、晴天日が続く時は数回に1回水量を増やし、土壌水分を確保する。 

高温期は樹勢が低下しやすいため、液肥と根の活性剤を施用し樹勢回復に努める。
○整枝管理 ・採光・通風を図るために、適度な整枝を行う。
○病害虫防除 ・ヨトウムシ・スリップス・ハダニ類に注意。ヨトウムシの耕種的防除として『コンフューザーV』の活用を図

る。肥料切れや樹勢低下に注意する。 
ヨトウムシ…『プレオフロアブル』1,000倍 
スリップス…『アドマイヤー顆粒水和剤』5,000倍

・病気は予防散布に努める。『ダコニール1000』　1,000倍 
※茎枯病は早めに抜き取り、ハウス外へ持ち出す。 
※薬剤散布は10～14日間隔で行いましょう。

○異常茎が多い場合
の対策

・適正管理の徹底を図り、根の活性剤及びアミノ酸系の液肥の施用を行う。
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山羊座
（12/22〜1/19）

【全体運】スロースタートですが着実に結果を出していけます。長期計画を立てるのにも好機。クオリティー重視で進めて
【健康運】自宅でできる簡単ストレッチがお勧め　　【幸運を呼ぶ食べ物】ピーマン

農作業だより農作業だより ８８月月
果樹・特産
品 目 主要管理 管理のポイント

●梨 ○収穫出荷 ・熟度に注意しながら適期収穫を行う。
・収穫したものは直射日光が当たらないようにする。
・自家選別を徹底し、クレームゼロを目指す。

○お礼肥 ・収穫が終了したら、お礼肥（梨特別配合）を10ａあたり3袋施用する。

○台風対策 ・棚の引き下げを行い、棚補強を行う。

○病害虫防除 【シンクイムシ】
・収穫前使用日数に注意し合成ピレスロイド系剤を散布する。
【カメムシ】
・発生予察に注意する。
【葉たんそ病】
・幸水の収穫終了後に『ストロビーDF』3,000倍を散布する。（豊水を中心に散布する）

●ぶどう ○収穫・出荷 ・早朝収穫を厳守し、収穫物は直射日光や高温を避け保管する。 
裂果、腐敗果、脱粒、果粉の脱落等に注意し、自家選別を徹底する。

○病害虫防除 【べと病】
・『アビオンE』1,000倍＋『ICボルドー66D』50倍

○台風対策 ・棚の引き下げを行い、棚補強を行う。

○かん水 ・急激な土壌水分の変化が裂果を誘発するため、こまめに少量かん水を行う。

●みかん ○仕上げ摘果 ・見落としの小玉果や傷果、病害虫果を摘果する。
・着果は群状結果させ高品質果生産に努める。
・全摘果部に残っている果実は早急に摘果する。

○マルチ被覆の実施 ・高糖系については、8月中旬までに被覆を終了し、果実品質向上に努める。

○品質向上対策 【フィガロン乳剤の散布】
・8月上・中旬　『フィガロン乳剤』3,000倍を散布する。（第2回目） 

1回目散布より20日以上あけること。

○枝つり ・枝折れ防止と着色促進のため水平よりやや下垂した状態で枝を固定する。

○病害虫防除 【ハダニ、黒星病】
・『ダニゲッターフロアブル』2,000倍＋『ジマンダイセン水和剤』600倍

●うめ ○新梢管理 ・徒長枝を除去し樹冠内部の日当りを良くする。
・垂れ下がった結果枝のせん除を行う。

○土壌乾燥防止対策 ・麦わら等を被覆し乾燥防止に努める。

○病害虫防除 ・ケムシ対策……『スミチオン乳』1,000倍
・黒星病対策……『ベンレート水和』3,000倍（必要に応じて散布する）

●キウイフルーツ ○仕上げ摘果 ・傷果・病害虫被害果の摘果、果梗が変色した果実を摘果する。

○新梢管理 ・徒長枝や混雑部の摘芯・誘引を行う。

○台風対策 ・棚線の緩み直し、支柱追加を行う。

○病害虫防除 ・腐敗果防止の『ナリアWDG』2,000倍、加用『セルバイン』500倍を散布する。
・カイガラムシ多発園では『モスピラン顆粒水溶剤』2,000倍を散布する。

●茶 ○土壌改良 ・有機物や改良資材を施用する。また踏み固められた畝間の活性化を図るため、30㎝前後深耕を行う。 
8月中旬　『園芸特3号』10ａあたり3袋

○病害虫防除 
（8月上旬） 
混用散布 
摘採前日数7日

【チャノホソガ、ウンカ、スリップス】
・『テッパン液剤』2,000倍
【たんそ病】
・『オンリーワンフロアブル』 2,000倍

○病害虫防除 
（8月中旬） 
摘採前日数14日

【ハダニ類】
・『アグリメック』 1,000倍

畜 産
品 目 主要管理 管理のポイント

●肥育牛 ○夏場の飼育管理 今年も厳しい猛暑が続くので暑熱対策を行う。
①換気や通気を行ない畜舎内温度に気をつける。日射病などにならないよう、日射に注意する。
②密飼いを避ける。（1頭当たり8㎡以上）
③低温で新鮮な水を常に十分飲水できるようにする。（ウォーターカップの確認）
④家畜の管理を十分行ない家畜異常がないか観察を行う。
⑤ビタミン剤の投与を早めに行う。（ウルソー、パンカルも投与、ネオドリンクも効果的）

○ハエの駆除 ・夏場になるとさしバエが大発生し家畜に大きなストレスがかかるので、殺虫剤の散布を行う。 
ネポレックス、エコスピード等の散布が効果的。

・環境改善としてAP水を散布する。
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水瓶座
（1/20〜2/18）

【全体運】対人運が活性化。良い話も悪い話も聞こえてきそう。建設的な話題に参加を。うわさ話はできるだけスルーが正解
【健康運】食事と運動の両方から血行促進を図って　　【幸運を呼ぶ食べ物】葉トウガラシ

家庭
菜園

あ
な
た
も
チ
ャ
レ
ン
ジ
！
園
芸
研
究
家

成

松

次

郎

ナ
バ
ナ
　
春
に
先
駆
け
て
季
節
を
味
わ
う

ナ
バ
ナ
は
童
謡
で
も
歌
わ
れ
る
春
の
花
。
種
子
か

ら
菜
種
油
を
採
取
し
、
つ
ぼ
み
と
若
い
茎
葉
を
食
べ

る
野
菜
で
す
。
味
に
癖
が
な
い
の
で
、
サ
ラ
ダ
や
あ

え
物
、
お
ひ
た
し
な
ど
で
い
た
だ
き
ま
す
。 

晩
夏

か
ら
初
秋
に
種
ま
き
し
、
年
内
か
ら
早
春
に
収
穫
し

ま
す
。

〔
品
種
〕 

和
種
と
洋
種
の
２
種
類
が
あ
り
、
和
種
は

葉
色
が
黄
緑
で
花
茎
と
つ
ぼ
み
と
葉
を
利
用
し
、
洋

種
は
葉
色
が
濃
く
、
主
に
花
茎
と
葉
を
食
べ
ま
す
。

和
種
に
は
、早
生
品
種
に
「
秋
華
」（
タ
キ
イ
種
苗
）、

「
早
陽
一
号
」（
サ
カ
タ
の
タ
ネ
）、「
Ｃ
Ｒ
京
の
春
」（
丸

種
）、
中
晩
生
品
種
に
「
花
飾
り
」 （
サ
カ
タ
タ
ネ
）、

「
Ｃ
Ｒ
華
の
舞
」（
丸
種
）
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
洋
種

に
は
、「
三
重
な
ば
な
」
や
「
の
ら
ぼ
う
菜
」 

な
ど

が
あ
り
ま
す
。

〔
畑
の
準
備
〕
種
ま
き
、
ま
た
は
植
え
付
け
２
週
間

前
に
、
１
平
方
ｍ
当
た
り
苦
土
石
灰
１
０
０ｇ
を
ま

き
、
深
く
土
を
耕
し
て
お
き
ま
す
。
１
週
間
前
に
畝

幅
60
〜
70
㎝
、
幅
20
㎝
く
ら
い
、
深
さ
15
㎝
く
ら
い

の
溝
を
掘
り
、
こ
の
溝
１
ｍ
当
た
り
元
肥
と
し
て
化

成
肥
料
（
Ｎ
Ｐ
Ｋ
各
成
分
10
％
）
１
０
０ｇ
程
度
と

堆
肥
２
㎏
を
施
し
て
土
を
戻
し
、
く
わ
で
ま
き
床
が

平
ら
に
な
る
よ
う
な
ら
し
ま
す
（
図
１
）。

〔
種
ま
き
〕
じ
か
ま
き
で
は
、
ま
き
溝
全
体
に
２
、３

㎝
く
ら
い
の
間
隔
に
種
ま
き
し
ま
す
（
図
２)

。
覆

土
後
に
十
分
灌
水(

か
ん
す
い)

し
、
べ
た
が
け
資
材

で
覆
っ
て
発
芽
や
幼
苗
を
保
護
し
ま
す
。 

な
お
、

苗
作
り
を
す
る
場
合
、
９
㎝
ポ
リ
ポ
ッ
ト
に
５
、６

※関東南部以西の平たん地を基準に記事を作成しています。

粒
ま
き
、
２
回
に
分
け
て
間
引
き
し
て
本
葉
５
、６

枚
の
苗
に
仕
上
げ
、
株
間
20
㎝
間
隔
で
畑
に
植
え
ま

す
。

〔
間
引
き
と
追
肥
、
土
寄
せ
〕
じ
か
ま
き
で
は
、
１

回
目
は
本
葉
２
、３
枚
時
に
株
間
５
、６
㎝
、
２
回
目

は
本
葉
５
、６
枚
時
に
株
間
10
㎝
く
ら
い
に
間
引
き
、

さ
ら
に
本
葉
10
枚
時
に
株
間
を
20
㎝
く
ら
い
に
し
ま

す
（
図
３
）。
最
後
の
間
引
き
後
、
畝
の
長
さ
１
ｍ

当
た
り
化
成
肥
料
30
ｇ
程
度
を
ま
き
、
軽
く
耕
し
、

土
寄
せ
を
し
て
お
き
ま
す
。
そ
の
後
、
１
ヵ
月
に
１

回
の
割
合
で
同
様
に
追
肥
を
し
ま
す
（
図
４
）。

〔
病
害
虫
の
防
除
〕
生
育
初
期
は
防
虫
ネ
ト
で
被
覆

し
、そ
の
後
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
は
粘
着
く
ん
液
剤
な
ど
、

ア
オ
ム
シ
、
コ
ナ
ガ
に
は
ア
フ
ァ
ー
ム
乳
剤
、
ト
ア

ロ
ー
水
和
剤
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
使
っ
て
防
除
し
ま
す
。

〔
収
穫
〕 

と
う
立
ち
後
、
和
種
で
は
つ
ぼ
み
が
膨
ら

ん
で
き
た
ら
、
開
花

前
に
先
端
15
〜
20
㎝

を
収
穫
し
ま
す
。 

洋
種
で
は
本
葉
15
枚

く
ら
い
で
上
部
を
摘

心
し
、
脇
芽
を
伸
ば

し
、
先
端
を
20
〜
25

㎝
で
収
穫
し
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
各
節
か

ら
多
数
の
脇
芽
を
同

様
の
長
さ
で
収
穫
し

ま
す
（
図
５
）。

栽培カレンダー

市
場

レ
ポ
ー
ト

令
和
５
年
産
伊
万
里
梨
出
荷
最
盛
期
！

令
和
５
年
産
伊
万
里
梨
は
数
量
２
，
３
９
０

ト
ン
、
販
売
金
額
12
億
５
千
万
円
を
目
標
に
７

月
１
日
か
ら
出
荷
販
売
が
始
ま
り
ま
し
た
。
本

年
産
は
全
国
的
に
昨
年
産
よ
り
５
～
７
日
程
早

い
開
花
で
、
生
育
も
前
進
傾
向
で
推
移
し
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
年
は
他
産
地
や
他
品
目
と

の
時
期
的
競
合
が
強
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ

ま
す
。
日
々
の
状
況
に
注
視
し
先
を
見
据
え
た

販
売
実
践
に
よ
り
販
売
高
確
保
、
生
産
者
所
得

確
保
へ
邁
進
し
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
位
置
づ
け

が
２
類
か
ら
５
類
に
な
っ
た
こ
と
で
、
人
や
物

の
動
き
が
コ
ロ
ナ
禍
前
に
戻
り
つ
つ
あ
り
ま

響
が
出
て
く
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。
産
地

内
状
況
を
し
っ
か
り
把
握
し
必
要
に
応
じ
た
対

策
を
講
じ
て
い
き
ま
す
。

Ｊ
Ａ
伊
万
里
管
内
に
お
い
て
梨
は
基
幹
作
物

の
一
つ
で
す
。
日
々
出
荷
数
量
も
増
加
し
、
出

荷
最
盛
期
へ
と
入
っ
て
き
ま
し
た
。
昨
年
ま
で

と
は
異
な
る
販
売
環
境
で
あ
り
、
気
象
的
要
因

に
よ
る
影
響
は
あ
る
も
の
の
、
収
穫
期
は
生
産

者
に
と
っ
て
待
ち
に
待
っ
た
瞬
間
で
す
。
生
産

者
の
一
年
間
の
苦
労
に
報
い
る
た
め
に
も
果
実

１
個
１
個
を
大
切
に
扱
い
、
最
大
限
の
販
売
に

努
め
ま
す
。

７
月
25
日
に
は
最
大
出
荷
先
で
あ
る
名
古
屋

す
。
消
費
も
旅
行
や
レ
ジ
ャ

ー
等
へ
分
散
さ
れ
、
青
果
物

に
と
っ
て
は
向
か
い
風
と
な

っ
て
い
ま
す
。
加
え
て
生
活

必
需
品
や
光
熱
費
等
の
物
価

上
昇
に
よ
り
消
費
者
の
財
布

の
ひ
も
は
固
め
と
な
っ
て
い

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
下

だ
か
ら
こ
そ
事
前
商
談
に
よ

る
売
込
み
強
化
や
販
売
促
進

活
動
が
非
常
に
重
要
と
な
っ

て
き
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
矢
先
九
州

北
部
豪
雨
災
害
が
発
生
し
ま

し
た
。
県
内
で
も
大
き
な
人

的
被
害
や
青
果
物
へ
の
被
害

が
出
て
い
ま
す
。
被
害
に
あ

わ
れ
た
方
々
に
対
し
心
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

青
果
物
に
つ
い
て
は
、
直
接

的
被
害
が
無
か
っ
た
場
合
で

も
果
実
に
今
後
何
ら
か
の
影

市
内
（
金
山
総
合
駅
構
内
）

に
お
い
て
田
代
組
合
長
、
深

浦
伊
万
里
市
長
を
は
じ
め
関

係
機
関
な
ど
多
く
の
方
々
に

ご
協
力
い
た
だ
き
伊
万
里
梨

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
を
開
催
し

ま
す
。
伊
万
里
梨
Ｐ
Ｒ
や
販

売
促
進
に
大
き
く
繋
が
る
も

の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

暑
い
日
が
続
き
ま
す
が
梨

出
荷
販
売
は
休
み
な
し
で
ノ

ン
ス
ト
ッ
プ
で
す
。
生
産
者

の
皆
様
に
は
体
調
管
理
に
十

分
留
意
頂
き
、
今
シ
ー
ズ
ン

を
乗
り
切
っ
て
頂
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
最
後
に
は
一
緒

に
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
よ

う
、
販
売
ス
タ
ッ
フ
一
同

日
々
の
販
売
に
邁
進
し
ま

す
。流

通
販
売
課
　
池
田
貴
広

【梨品種別出荷時期】
品種 6月 7月 8月 9月 10月 11月
幸水
豊水

あきづき
甘太
新高
王秋
新興
愛宕
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幸水梨まつり幸水梨まつり

魚座
（2/19〜3/20）

【全体運】正確で確実な作業で高評価を得られます。行き違いがあっても落ち着いて話し合いを。良い方向へと進むはず
【健康運】野菜もタンパク質もバランス良く食べて　　【幸運を呼ぶ食べ物】イチジク

結婚式は、JA伊万里が
心からお手伝いします。

「冠婚」「法事」「祝事」はJA伊万里にお任せください。お申込みはJA伊万里ふれあい生活課へ ☎23-5575

指定式場

もしもの時は24時間待機の
JA斎場 伊万里　JA斎場 有田
☎23-5510　☎46-5510

病院からの霊身送りも承っております。
葬祭のことならJAへ

こ こ いちばん こ こ いちばん

★伊万里迎賓館
★ロイヤルチェスター伊万里

お

く

や

み

お

く

や

み

謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

※（
　
）内
は
喪
主
　
　
Ｊ
Ａ
伊
万
里
葬
儀
関
係
分

令
和
５
年
６
月
11
日
〜
令
和
５
年
７
月
10
日

脇
田
町

近
　
藤
　
竜
　
次
さ
ん
（
琉

久
さ
ん
）

瀬
戸
町

松
　
尾
　
智
　
光
さ
ん
（
房

江
さ
ん
）

大
川
内
町

江
　
口
　
五
　
月
さ
ん
（
篤

信
さ
ん
）

大
川
内
町

田
　
中
　
昭
　
七
さ
ん
（
光

子
さ
ん
）

波
多
津
町

塚
　
部
　
一
　
枝
さ
ん
（
恒

之
さ
ん
）

東
山
代
町

福
　
田
　
和
　
広
さ
ん
（
暎

子
さ
ん
）

南
波
多
町

井
　
上
　
須
美
子
さ
ん
（
雅

昭
さ
ん
）

松
浦
町

横
　
田
　
健
三
郎
さ
ん
（
健

彦
さ
ん
）

有
田
町

坂
　
井
　
眞
　
江
　さ
ん
（

信
さ
ん
）

有
田
町

林
　
　
　
和
　
助
さ
ん
（
康

孝
さ
ん
）

有
田
町

廣
　
　
　
俊
　
子
さ
ん
（
俊

三
さ
ん
）

理
事
会
報
告

６
月
28
日
に
定
例
理
事
会
を
Ｊ
Ａ
会
館

会
議
室
で
開
き
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
。

第
22
号
議
案	

令
和
４
年
度
決
算
監
査
指

摘
事
項
改
善
策
（
案
）
に

つ
い
て

第
23
号
議
案	

夏
季
賞
与
の
支
給
に
つ
い

て

６
月
28
日
に
臨
時
理
事
会
を
Ｊ
Ａ
会
館

会
議
室
で
開
き
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
。

第
24
号
議
案	

仮
議
長
の
選
任
に
つ
い
て

第
25
号
議
案	

代
表
理
事
の
選
任
に
つ
い

て

第
26
号
議
案	

常
勤
理
事
の
選
任
に
つ
い

て

第
27
号
議
案	

理
事
の
順
位
に
つ
い
て

第
28
号
議
案	

株
式
会
社 

伊
万
里
青
果

市
場
の
取
締
役
及
び
監
査

役
の
選
任
に
つ
い
て

第
29
号
議
案	

専
門
委
員
会
の
構
成
に
つ

い
て

第
30
号
議
案	

役
員
報
酬
に
つ
い
て

６
月
29
日
に
臨
時
理
事
会
を
Ｊ
Ａ
会
館

会
議
室
で
開
き
、
次
の
よ
う
に
決
定
し
ま

し
た
。

第
31
号
議
案	

行
政
庁
へ
の
業
務
報
告
及

び
連
結
業
務
報
告
書
の
提

出
に
つ
い
て

第
32
号
議
案	

役
員
退
職
慰
労
金
の
支
給

に
つ
い
て

第
33
号
議
案	
固
定
資
産
取
得
（
産
業
用

無
人
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
）
の

取
得
及
び
処
分
に
つ
い
て

す
べ
て
の
議
案
は
、
原
案
通
り
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

梨を2割引きにて販売!!
（正品のみ）

主　催： 
JA伊万里梨部会

お問い合わせ： 
伊万里梨選果場

（0955-29-2595・ 
0120-29-4174）

会　場： 
伊万里梨選果場	 29-2595 
伊万里ふるさと村	 24-2252 
松浦の里	 26-3427 
四季の里大川	 29-3115

と き：と き：
７７月月2929日㈯・日㈯・3030日㈰ 日㈰ 
午前９時～午後４時午前９時～午後４時

ところ：ところ：
伊万里梨選果場、 伊万里梨選果場、 
伊万里ふるさと村、 伊万里ふるさと村、 
松浦の里、四季の里大川 松浦の里、四季の里大川 

（４会場で同時開催）（４会場で同時開催）
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令和６年度 JA伊万里新規採用職員募集案内

プレゼントコーナー
ここをクリック!

８月の｢プレゼント｣の紹介JA伊万里ホームページ
https://jaimari.saga-ja.jp/

「巨峰」「巨峰」

８月のJA伊万里ホームページ「プレゼント」は、自然
の恵みがいっぱい詰まった甘さ抜群の「巨峰」です。

ご応募の方は、ホームページ上にお名前、ご住所、電話
番号、メールアドレス、そしてJA伊万里に対するご意見・
ご感想を記入の上、８月末日までに送信してください。抽
選で３名の方にプレゼントします。

皆様からのたくさんのご応募をお待ちしております。

クロスワード
Ｑｕｉｚ

二重マスの文字をA〜Eの順に並べて
できる言葉は何でしょうか？

【
ヨ
コ
の
カ
ギ
】

①
京
都
の
五
山
送
り
火
で
、

最
も
よ
く
知
ら
れ
た
形
の

送
り
火

②
エ
ビ
ネ
も
カ
ト
レ
ア
も
こ

の
花
の
仲
間

③
肥
料
の
３
要
素
の
１
つ
。

元
素
記
号
は
Ｋ

④
ど
の
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
で
食

べ
よ
う
か
な

⑥
骨
切
り
を
す
る
細
長
い
魚

⑨
イ
タ
リ
ア
の
現
在
の
通
貨

単
位

⑩
山
の
頂
上
と
麓
の
間

⑪
一
緒
に
暮
ら
し
て
い
ま
す

⑬
突
破
し
て
決
勝
に
進
み
ま

す
⑭
タ
空
に
輝
く

―
の
明

星
⑯
歌
謡
曲
で
一
番
盛
り
上
が

る
部
分
の
こ
と

【
タ
テ
の
カ
ギ
】

②
パ
ラ
シ
ュ
ー
ト
と
も
い
い

ま
す

⑤
法
や
ル
ー
ル
な
ど
に
背
く

こ
と

⑦
イ
タ
リ
ア
の
１
つ
前
の
通

貨
単
位

⑧
「
あ
か
つ
き
」
や
「
白
鳳
」

な
ど
の
品
種
が
あ
り
ま
す

⑨
日
暮
れ
頃
に
ザ
ー
ッ
と
降

り
ま
す

⑪
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
本

拠
地
は
東
京

―
で
す

⑫
植
物
に
水
や
り
を
す
る
と

き
に
使
う
道
具

⑭
陰
（
い
ん
）
の
反
対
語

⑮
毎
度
、
バ
カ
バ
カ
し
い
お

笑
い
を
一

―

⑯
紙
幣
や
貨
幣
を
入
れ
ま
す

⑰
カ
レ
ン
ダ
ー
に「
Ｆ
Ｒ
Ｉ
」

と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
も q

は
が
き
に
次
の
要
領
で
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

q

〆
切
り
　
８
月
10
日
㈭
　
消
印
有
効

q

発
　
表
　
令
和
５
年
９
月
号
誌
上

q

ご
応
募
の
中
か
ら
抽
選
で
10
名
の
方
へ 

「
全
農
商
品
券
」
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

q

応
募
方
法
　
ハ
ガ
キ
に 

①
答
え 

②
郵
便
番

号
・
住
所 

③
氏
名
・
年
齢 

④
電
話
番
号 

⑤

毎
月
読
む
ペ
ー
ジ 

⑥
本
誌
へ
の
ご
意
見
を

も
れ
な
く
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

q

あ
て
先
　
〒
８
４
８
‐
０
０
２
７ 

伊
万
里
市
立
花
町
１
２
９
０
‐
１ 

Ｊ
Ａ
伊
万
里
「
広
報
」
係

７
月
号
の
答
え
は
「
ヒ
ヤ
ケ
ド
メ
」

で
し
た
。
57
通
の
ご
応
募
が
あ
り
、
抽

選
の
結
果
、
次
の
方
が
当
選
さ
れ
ま
し

た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

立
花
町

大
川
内
　
宏
　
佑

大
坪
町

齋
　
藤
　
六
　
治

黒
川
町

岩
　
野
　
エ
　
ミ

二
里
町

山
　
下
　
芳
　
子

二
里
町

福
　
田
　
一
　
男

東
山
代
町

武
　
藤
　
タ
カ
子

大
川
町

多
　
田
　
有
　
希

松
浦
町

山
　
田
　
美
保
子

有
田
町

川
　
原
　
　
　
修

富
山
県

沢
　
田
　
和
　
子

（
敬
称
略
）

答
え
＆
当
選
者

応
募
方
法

●職　種	 総合職（金融・共済・購買・販売の事務・
事業推進）、営農指導職、農機専門職、 
給油所

●採用予定人員	 10名程度
●勤務地	 当JA管内の本所、支所、事業所
●初任給	 185,000円（大　卒） 
（基本給）	 170,100円（短大卒）

●諸手当	 職務手当、通勤費、家族手当、その他
●賞　与	 年2回（夏季、年末）
●昇　給	 年1回
●休　日	 完全週休2日制、年末年始休暇、有給休暇、

特別有給休暇、リフレッシュ休暇、盆休
●福利厚生等	 各種社会保険加入、退職金制度、 

財形貯蓄制度、職員勤続表彰

●応募資格	【大卒・短大卒（農大含む）】 
令和６年３月末までに卒業見込み及び卒業
された方

●応募締切	 令和５年８月14日㈪必着
●採用試験	 令和５年８月22日㈫
●選考方法	 基礎能力試験、適性試験、小論文、面接
●応募書類	 卒業（見込）証明書、成績証明書、履歴書
●書類送付先・お問い合せ 

（担当）総務課　山嵜、高田 
〒848-0027 伊万里市立花町1290-1 
b 0955-23-5555 
e 0955-23-3164 
E-mail：soumu09@saga-ja.jp 
U R L ：https://jaimari.saga-ja.jp/

1616



田 植 え

食農教育PHOTOギャラリー食農教育PHOTOギャラリー

大川内小・大川内保育園

南波多郷学館・５年生

牧島小・５年生

松浦小・５年生

松浦小・５年生

立花小・５年生

南波多保育園

大川小・５年生

大山保育園

波多津保育園

芋 苗 植 え

み そ 作 り

芋・夏野菜苗植え
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魅力ある伊万里市を目指しています魅力ある伊万里市を目指しています
●仕事について

伊万里市役所に勤務して２年目になります。７月
に市民課へ異動となり分からないことばかりです
が、早く仕事を覚えて力になりたいと思っています。

市外に出ていった友人たちが、もう一度帰ってき
たいと思えるような魅力ある市にしたいです。

●趣味・休日の過ごし方
大学の友人の影響で釣りを始めて休日はよく出か

けています。平戸や五島へ出かけたりと充実した休
日を過ごしています。釣った魚を捌くのは難しいで
すが、刺身にして食べるのを楽しみにしています。

●理想の女性像
誠実な人や笑顔がよく似合う人が理想です。

●農業・JAについて
家が梨と米を作っていて、時間があるときはなる

べく手伝うようにしています。
若い就農者が増え、農業に活気が溢れるようにな

ればと思います。

井手 昭将井手 昭将さん（24）さん（24）
東部支所管内東部支所管内

1999年４月生まれ1999年４月生まれ
星　座　　おうし座星　座　　おうし座
血液型　　　Ａ　型血液型　　　Ａ　型

プロフィール

ナナイイススガガ
イイ

らつ
はつ 人生

悟　さん……季節の野菜を栽培すること
要　さん……健康のための運動

悟さんは大坪町の中学校に在学時に徴兵による人出
不足を補うための農兵隊として２年間農作業に従事さ
れた後、市内の鉄工所で数年間勤務され、その後土木
関係の建設会社で67歳まで元気に勤め上げられまし
た。体はとても元気と悟さん。肉体作業で鍛え上げら
れた体のおかげで今でも近所の畑に行き、農作業をさ
れています。ネギや大根などのさまざまな季節の野菜
を作り、余った分は知り合いなどに分けたりされてい
るそうで、「みんなに感謝されるのがとても嬉しい。
また野菜を作ろうと思うきっかけになるよ」と話され
ました。
要さんとは悟さんが28歳の時にご結婚され３人の子
供を二人三脚で育てられました。要さんは家の米作り
や他の農家の手伝いをしながら65歳まで市内の病院
で患者さんのご飯作りをされていました。農作業につ
いては「当時は大きな機械がなく手作業が多くて大変
でした。牛を引いて農作業をしていたのを思い出しま

〈悟さんから要さんへ〉
私よりも長生きしてください

〈要さんから悟さんへ〉
元気に長生きしてください

●これからの楽しみは？ ●お互いに一言！
中央支所管内

犬塚	 悟さん（92）
	 要さん（90）	 ご夫婦

趣味：　悟さん…カラオケ、 
家庭菜園

　　要さん…グラウンドゴルフ、
大正琴

感じさせないお二人。お互いに「100歳までは頑張ろ
うね」と目を合わせ笑顔で話されました。

す。今は便利でいい時
代になってよかった」
と話をされました。
とても元気で年齢を
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福島 晴人さん（71歳）
西有田支所

昭
和
の
後
期
の
頃
は
機
械
代
や
燃
料

代
、
修
理
代
な
ど
の
経
費
が
農
家
経
営

を
逼
迫
し
て
お
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
農

家
の
方
の
経
営
の
健
全
化
を
図
り
た
い

と
願
い
、
昭
和
62
年
に
楠
木
原
機
械
利

用
組
合
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
当
初
は

13
戸
で
始
め
ま
し
た
が
、
呼
び
か
け
を

重
ね
な
が
ら
組
合
員
を
増
や
し
て
き
ま

し
た
。

し
か
し
、
農
業
従
事
者
の
高
齢
化
・

後
継
者
不
足
に
よ
り
農
地
の
管
理
が
出

来
な
い
方
が
出
始
め
、
こ
の
ま
ま
進
行

す
る
と
耕
作
放
棄
地
が
発
生
し
か
ね
な

い
状
況
に
な
る
と
危
惧
し
て
お
り
ま
し

た
。
そ
こ
で
平
成
26
年
に
世
話
人
会
を

立
ち
上
げ
、
翌
年
に
は
設
立
準
備
委
員
会

と
名
称
を
代
え
て
実
質
的
に
「
農
事
組
合

法
人 

楠
の
木
フ
ァ
ー
ム
」
の
法
人
立
ち

上
げ
に
入
り
、
機
械
利
用
組
合
・
営
農
組

合
・
育
苗
部
会
を
発
展
的
に
解
散
し
、
平

成
28
年
に
出
資
金
１
口
１
万
円
、
構
成
員

50
名
で
同
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
い
た
し
ま
し

た
。
正
式
に
設
立
し
た
こ
と
に
よ
り
、
機

械
利
用
組
合
の
全
機
械
は
楠
の
木
フ
ァ
ー

ム
が
購
入
し
ま
し
た
。

法
人
設
立
に
あ
た
り
、
行
政
や
各
方
面

の
方
々
に
御
助
力
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま

た
、
先
進
地
視
察
に
行
っ
た
り
、
税
理
士

の
方
に
講
演
を
依
頼
し
て
経
営
の
仕
組
み

な
ど
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
大
変
勉
強
に

な
り
ま
し
た
。

現
在
、
同
フ
ァ
ー
ム
を
設
立
し
て
７
年

が
た
ち
ま
し
た
。
今
期
か
ら
の
新
役
員
の

皆
さ
ん
は
旧
役
員
、
構
成
員
を
は
じ
め
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
も
連
絡
を
密
に
し
て
い

た
だ
き
、
こ
の
「
農
事
組
合
法
人 

楠
の

木
フ
ァ
ー
ム
」
が
長
く
栄
え
て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

組合員の

声

法
人
設
立
に
つ
い
て

お問い合わせ お申し込みは JA伊万里 ふれあい生活課　☎0955-23-5575
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今
年
の
梅
雨
は
九
州
か
ら

東
北
地
方
ま
で
の
広
い
地
域

で
豪
雨
に
よ
る
甚
大
な
被
害

が
発
生
し
ま
し
た
。
被
災
さ

れ
た
皆
様
に
謹
ん
で
お
見
舞

い
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、

一
刻
も
早
い
復
旧
を
願
っ
て

い
ま
す
。

こ
の
大
雨
で
佐
賀
県
で
も

浜
玉
町
で
土
砂
災
害
が
発
生

し
、
３
名
の
命
が
失
わ
れ
ま

し
た
。
今
の
時
代
は
い
つ
災

害
に
巻
き
込
ま
れ
る
か
わ
か

り
ま
せ
ん
。
自
分
だ
け
は
大

丈
夫
と
思
わ
ず
に
ま
ず
は
ハ

ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
で
危
険
な
エ

リ
ア
を
確
認
し
、
テ
レ
ビ
や

ス
マ
ホ
な
ど
で
情
報
を
取
得

し
な
が
ら
少
し
で
も
不
安
を

感
じ
た
ら
避
難
す
る
な
ど
の

行
動
を
起
こ
さ
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
は
秋
に
か
け
て
台
風
シ

ー
ズ
ン
が
訪
れ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
防
災
意
識
が
高
ま
り
、

被
害
が
最
小
限
で
収
ま
れ
ば

と
願
い
ま
す
。

誌
面
で
も
紹
介
し
ま
し
た

が
伊
万
里
梨
の
出
荷
が
始
ま

り
ま
し
た
。
す
で
に
30
℃
を

超
え
る
日
が
連
日
続
い
て
お

り
ま
す
が
、
梨
に
は
体
を
冷

や
す
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
。
厳
し
い
夏
を
冷

や
し
た
伊
万
里
梨
を
食
べ
て

乗
り
切
り
ま
し
ょ
う
！

樋
口

編
集
後
記

編
集
後
記

定価922円（税込み）

９月号の主な内容

親子で楽しむ！
創作おむすびを作ろう

「わたしはだいじょうぶ」がいちばん危険！
クイズでわかる 安心・安全お守り帖

特集１〈JA女性組織学習企画〉 別冊付録

物価高騰のなか、手軽に食べら
れる “おむすび” が注目されてい
ます。見ためも味も楽しめる「創
作おむすび」の作り方を料理研究
家が提案。著名人やJA女性組織
グループの作品を紹介しつつ、米
や水田の役割についても解説しま
す。「米の消費拡大」「国消国産」
を促すことで食料安全保障確立へ
もつながります。

特殊詐欺や強盗などの事件、自然
災害、体の異変など、私たちの身の
回りには危険が潜んでいます。トラ
ブルにみまわれた時、「安心・安全
お守り帖」が手元にあれば、対処法
や解決法をすぐに調べて、すばやく
対応できます。クイズ形式のわかり
やすい解説で、家族や仲間と楽しみ
ながら知識を身に着けられる一冊で
す。

お申込みは、経済部ふれあい生
活課（☎23-5575）、または
最寄りの支所までお願いします。
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